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国 民 健 康 保 険

学 校 給 食 費

下 水 道 事 業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

水 道 事 業
会 計

会 計 名 歳入決算額 歳出決算額 差 引 残 額

26億1,257万　　円

6,340万9千円

9億4,955万7千円

17億8,954万　　円

2億1,667万7千円

4億4,547万6千円

1億2,389万8千円

24億7,365万1千円

6,321万2千円

6億7,022万6千円

16億9,269万5千円

2億1,424万8千円

4億3,643万9千円

3億　   11万 3千円

1億3,891万9千円

19万7千円

2億7,933万1千円

9,684 万 5千円

242万9千円

903万7千円

▲1億7,621 万 5千円

収益的収支

資本的収支

特
　
別
　
会
　
計

企
業
会
計

自
　
主
　
財
　
源
（

５９．１％）

依
　
存
　
財
　
源
（
４

０．
９％
）

70億 9，381 万8千円

一般会計

歳　入

令和元年度決算認定

諸収入など
3 億 4,991 万 4 千円

地方譲与税
1 億 1,785 万 4 千円

繰越金
3 億 1,394 万 2 千円

繰入金
1,438 万 8 千円

分担金及び負担金
3,413 万円

使用料及び手数料
5,837 万 1 千円

地方消費税交付金
3 億 9,566 万 7 千円

町税
34 億 2,136 万 6 千円

地方交付税
9 億 3,318 万 4 千円

県支出金
4 億 4,443 万 4 千円

国庫支出金
5 億 7,421 万 5 千円

町債
3 億 3,049 万 9 千円

自動車取得税交付金など
1 億 585 万 4 千円

諸収入など
3 億 4,991 万 4 千円

地方譲与税
1 億 1,785 万 4 千円

繰越金
3 億 1,394 万 2 千円

繰入金
1,438 万 8 千円

分担金及び負担金
3,413 万円

使用料及び手数料
5,837 万 1 千円

地方消費税交付金
3 億 9,566 万 7 千円

町税
34 億 2,136 万 6 千円

地方交付税
9 億 3,318 万 4 千円

県支出金
4 億 4,443 万 4 千円

国庫支出金
5 億 7,421 万 5 千円

町債
3 億 3,049 万 9 千円

自動車取得税交付金など
1 億 585 万 4 千円

９月
定例会
９月３日～１６日
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６6億5，725万3千円

一般会計

歳　出

民生費 衛生費

消防費 農林水産業費 議会費 その他

10 万 3,896 円

総務費

5 万 2,337 円 ３万 5,719 円

土木費

3 万 7,080. 円 ３万 1,617 円

3 万 681 円 ２万 7,202 円 １万 307 円 １,589 円４,731 円

教育費

健全な財政運営の永続を
町の財政は健全ですか？

公債費

令和元年度決算認定

その他
3,156 万 7 千円

農林水産費
2 億 473 万 2 千円

議会費
9,396 万 4 千円

民生費
20 億 6,367 万 8 千円

消防費
5 億 4,030 万 7 千円

総務費
10 億 3,957 万 7 千円

教育費
7 億 948 万 6 千円

土木費
7 億 3,652 万 2 千円

衛生費
6 億 2,800 万 5 千円

公債費
6 億 941 万 5 千円

その他
3,156 万 7 千円

農林水産業費
2 億 473 万 2 千円

議会費
9,396 万 4 千円

民生費
20 億 6,367 万 8 千円

消防費
5 億 4,030 万 7 千円

総務費
10 億 3,957 万 7 千円

教育費
7 億 948 万 6 千円

土木費
7 億 3,652 万 2 千円

衛生費
6 億 2,800 万 5 千円

公債費
6 億 941 万 5 千円

令和元年度一般会計決算
町民一人当たりの金額
令和元年度一般会計決算
町民一人当たりの金額

高齢者・障害者福祉、児童福

祉等に使いました。

庁舎管理や各種証明書発行

等に使いました。
道路、公園、橋等に使いま

した。

健康対策やごみ処理等に使

いました。

町の借金の返済に使いまし

た。

農商工業振興や観光振興等

のために使いました。

議会運営と議会活動のため

に使いました。

消防・防災に使いました。

学校教育、生涯学習、スポー

ツ振興等に使いました。

歳入・歳出それぞれ千円未満を四捨五入としてるため、実際の額
と異なる場合があります。

※

令和２年３月３１日現在の人口 19,863 人で算出



　

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
決
算
状

況
は
、
総
額
70
億
９
，
３
８
１
万
円
で
あ
り
、

前
年
度
よ
り
１
億
５
，
３
１
３
万
円
増
加
、

前
年
度
対
比
１
０
２
・
２
１
％
で
あ
る
。

町
税
収
入
済
額
は
34
億
２
，
１
３
６
万
円

で
予
算
現
額
を
８
，
７
１
４
万
円
上
回
り
、

前
年
度
対
比
１
０
０
・
４
９
％
で
あ
っ
た
。

　

法
人
町
民
税
の
う
ち
法
人
税
割
額
は
各

年
の
企
業
業
績
に
左
右
さ
れ
る
が
、
令
和
元

年
度
に
お
い
て
は
好
業
績
を
維
持
で
き
た

企
業
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

令
和
元
年
度
町
税
収
入
は
好
調
な
税
収
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
加
え
て
所
管
課

の
地
道
な
努
力
に
よ
り
、
現
年
分
の
収
納

率
が
99
・
65
％
と
い
う
高
い
徴
収
実
績
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
健
全
な
財
政
運

営
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

歳
出
は
総
額
66
億
５
，
７
２
５
万
円
で
前

年
よ
り
３
，
０
５
１
万
円
増
加
し
て
い
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
と

も
に
県
内
町
村
平
均
値
を
下
回
り
、
健
全

な
財
政
運
営
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

災
害
対
応
関
連
事
業
で
の
不
用
額
の
発

生
が
目
立
ち
、
大
規
模
・
広
域
災
害
の
復

旧
の
長
期
化
、
見
通
し
の
困
難
さ
な
ど
や

む
を
得
な
い
不
用
額
と
い
え
る
も
の
も
あ

る
。
一
方
事
業
は
終
了
し
た
と
思
わ
れ
る

も
の
の
、
支
出
歩
合
が
低
く
、
不
用
額
が

発
生
し
て
い
る
事
業
も
散
見
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
執
行
の

観
点
か
ら
事
業
見
込
み
、
予
算
計
上
精
度

の
精
緻
化
を
追
求
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
）

　

令
和
元
年
度
の
水
道
事
業
損
益
計
算
書

に
お
い
て
は
、
純
損
失
６
０
４
万
円
を
計

上
し
た
。
平
成
30
年
度
ま
で
２
期
連
続
で

利
益
計
上
で
あ
っ
た
が
、
今
期
は
損
失
と

な
っ
た
。
原
因
の
一
つ
は
営
業
収
益
の
低

下
で
あ
る
。
こ
れ
は
給
水
人
口
の
減
少
や

節
水
意
識
の
高
ま
り
の
な
か
で
一
貫
し
て

減
少
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
営
業
費
用

の
増
加
で
あ
る
。
委
託
料
、
減
価
償
却
費

の
増
加
な
ど
全
体
で
前
年
度
よ
り
２
６
６

万
円
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
。

　

水
道
事
業
に
お
い
て
は
「
川
島
町
水
道

事
業
経
営
戦
略
」
に
基
づ
い
て
事
業
運
営

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年

度
に
10
％
、
令
和
７
年
度
に
５
％
の
料
金

改
定
を
見
込
ん
で
収
支
の
均
衡
を
図
る
計

画
で
あ
る
が
、
平
成
29
年
度
よ
り
県
水
受

水
割
合
を
60
％
に
下
げ
、
自
己
水
利
用
を

40
％
に
引
き
上
げ
た
た
め
、
原
価
構
造
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
県
水
の
受
水
量

を
削
減
し
て
か
ら
３
期
の
決
算
実
績
値
が

積
み
上
が
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
参
考

に
し
て
、
経
営
戦
略
を
修
正
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
多
く
の
水
道
事
業
団
体
は
高
度

成
長
期
以
来
の
設
備
規
模
を
維
持
し
て
い

る
た
め
、
設
備
過
剰
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

休
止
設
備
の
廃
棄
と
施
設
の
統
廃
合
、
更

新
を
進
め
る
な
ど
し
て
、
設
備
の
高
度
化

や
高
稼
働
率
の
維
持
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
装
置
全
体
を
運

営
し
て
い
く
た
め
の
原
価
計
算
と
適
正
料

金
が
算
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
料
金
改

定
だ
け
が
先
行
し
て
既
定
事
実
化
し
て
い

く
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
（
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
）

代表監査委員
藤間紀弘

監査委員
森田敏男

公
営
企
業
会
計
決
算
審
査
意
見
書

一
般
会
計
決
算
審
査
意
見
書

公
営
企
業
会
計
決
算
審
査
意
見
書

一
般
会
計
決
算
審
査
意
見
書

監
査
委
員

　
　
の
意
見

4川島町議会だより／№131 ／令和２年 10 月 26 日



　
毎
年
の
よ
う
に
全
国
の
ど
こ
か
で
台

風
等
に
よ
る
豪
雨
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

我
が
町
は
、
周
り
を
河
川
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
荒
川
、
入
間
川
等
の
水
位
が
上

昇
す
る
前
に
い
ち
早
く
内
水
を
排
除
し
、

湛
水
機
能
を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
土
地
改
良

区
の
灌
漑
排
水
用
の
池
の
水
位
を
下
げ

て
お
く
の
は
有
効
な
手
段
で
す
。

総務経済建設常任委員会

ドライブインシアター実証事
業の内容は。
コロナ対策事業の新しい生活
様式を取り入れた事業として、
車に乗ったまま映画を鑑賞す
るものです。役場庁舎南側の
駐車場で町民会館の壁面に白
布を掛けて上映します。１０
月３１日と来年１月頃に上映
予定です。

問

答

大雨時、大切な農耕車両の高
台避難場所の確保について。
様々な課題はある中で、対応
を指示しています。近隣の桶
川市、北本市、東松山市、坂
戸市と調整し、避難場所の確
保が出来ないか検討して行き
ます。

問

答

何年を目途に進めていくのか、
また現在の進捗状況は。
目途を早く立てられるよう県
と調整中です。三つの課題が
あり、一つは解決しましたが、
残る規模、農業投資関係の課
題については、今後も鋭意努
力してまいります。

問

答

ドライブインシアター事業 農耕車両の高台避難 インター南側開発の状況

かわべえ、かわみんがリニュー
アルされるとのことだが。
現在の着ぐるみでは、補助者
がいないと移動が困難です。
そこで変身したイメージを新
たに公募したものです。キャ
ラクターとしては今までどお
り（かわべえ・かわみん）で
新たに変身した着ぐるみが動
き出します。

問

答

ハザードマップの進捗状況と
完成を早められないか。
コロナの関係で少し遅れてい
ますが鋭意進めております。
掲載内容は、浸水想定マップ、
浸水継続時間マップ、タイム
ライン関係、避難情報等を掲
載の予定で 12 月を目途に作
成を進めています。

問

答

工事の概要は。
防災行政無線の電波法改正に
伴い現在のアナログからデジ
タルに変更するものです。屋
外拡声子局を 67 基から 25
基にしますが、各家庭に配置
する戸別受信機を主体とし、
情報伝達の向上を図るもので
す。

問
答

ゆるキャラのリニューアル ハザードマップの進捗状況 　防災行政無線再構築

土地改良区梅ノ木古凍貯水池

内水調整機能が高いファームポンド
委員長コメント

か
ん
が
い
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委員長コメント
　

来
年
の
２
学
期
が
始
ま
る
ま
で
に
川
島

中
学
校
と
西
中
学
校
の
生
徒
用
ト
イ
レ
の

改
修
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

綺
麗
な
洋
式
ト
イ
レ
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
手
洗
い
も
非
接
触
型
の
自
動
水
栓
に

な
り
ま
す
の
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中学校のトイレ改修

6川島町議会だより／№131 ／令和２年 10 月 26 日

事業者が倒産した場合の太陽
光発電設備の対応は。
法律により、廃棄費用の外部
積立制度の導入が見込まれて
いるため、今後、制度内容な
どを注視していきます。

問

答

問

答

問

答

問

答

学校給食に牛肉を使う考えは。
和牛肉等販売促進緊急対策事
業の実施に伴い10月、11月、
１月の３回、埼玉県産和牛の
メニューを予定しています。

問
答

公民館の老朽化対策は。
出丸公民館と小見野公民館は
旧小学校への移転を進め、耐
震基準を満たしていない公民
館は何らかの対策が必要と
なっています。

問
答

生涯学習フェスティバル等の
開催は。
生涯学習町民ふれあいフェス
ティバル、中央文化展、かわ
じまスポーツチャレンジ
2020は感染症対策を行い、
規模を縮小しての実施を予定
してます。また、成人式も実
施する方向で検討しています。

県より特別交付金６，６７１
万円入っているが。
国保税の収納率、特定健診の
受診率、ジェネリック医薬品
使用割合などの取り組みに交
付され、特に収納率、受診率
が高いので、他の市町村より
多く交付されています。

小中一貫教育推進事業の状況
は。
昨年度は、施設一体型を視野
に先進地を視察しました。今
後は川島中学校の校舎や体育
館、プールの改修についても
様々な角度から検討を進めた
いと考えています。

太陽光発電設備 学校給食に和牛肉メニュー 出丸、 小見野公民館移転

イベントの開催 国民健康保険特別会計 小中一貫教育

文教厚生常任委員会

きれいに生まれ変わったトイレ（中山小学校）
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

加

藤

　

　

進

渋

谷

　

幸

司

矢

内

　

秀

憲

粕

谷

　

克

己

柴

田

　

一

典

稲

村

美

代

子

小

峯

　

松

治

新

井

　

悦

子

爲

水

　

順

二

森

田

　

敏

男

道

祖

土

　

証

石

川

　

征

郎

菊

地

　

敏

昭

小

高

　

春

雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名

※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

可決

可決 ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

認定 ○ × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―認定

認定

認定

認定

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承認

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―可決

同意

可決

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

認定

条例の一部改正
固定資産評価審査委員会条例の一部を改正
する条例を定めることについて 
新規条例の制定 
川島町太陽光発電設備の設置及び管理等に
関する条例を定めることについて 
令和２年度 補正予算
川島町一般会計補正予算（第４号）
川島町国民健康保険特別会計補正予算（第
２号）
川島町学校給食費特別会計補正予算（第１
号）
川島町介護保険特別会計補正予算（第１号） 
川島町水道事業会計補正予算（第１号） 
川島町下水道事業会計補正予算（第１号） 
令和元年度決算認定
川島町一般会計歳入歳出決算認定について
川島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について
川島町学校給食費特別会計歳入歳出決算認
定について
川島町下水道事業特別会計歳入歳出決算認
定について
川島町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について
川島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算認定について
川島町水道事業会計決算認定について
債権の放棄
債権の放棄について
工事請負契約の締結
工事請負契約の締結について（防災行政無
線再構築工事）
人事に関すること
人権擁護委員の推薦について
教育委員会委員の任命について
議員提出議案    
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書の提出について

令和２年度 補正予算

川島町一般会計補正予算（第３号） 

９
月
定
例
会
　
審
議
結
果

７
月
臨
時
会
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町の考えを問う
町政一般質問要旨

町の考えを問う
町政一般質問要旨 9 月１4 日、１5 日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※質問項目の区分により太字にしています。

栗
岩　

輝
治　

議
員

小
峯　

松
治　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

小
峯　

松
治　

議
員

加
藤　
　

進　

議
員

加
藤　
　

進　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

１ 

水
害
対
策
に
つ
い
て

２ 

鶏
糞
の
臭
害
に
つ
い
て

１ 

持
続
可
能
な
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
町
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

２ 

町
の
基
幹
産
業
農
業
政
策
に
つ
い
て

３ 

公
文
書
の
扱
い
・
処
理
に
つ
い
て

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
今
後
に
つ
い
て

２ 

健
康
増
進
に
つ
い
て

１ 

防
災
士
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

２ 

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
に
つ
い
て

粕
谷　

克
己　

議
員

粕
谷　

克
己　

議
員

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

２ 

堤
防
に
近
接
し
た
生
活
道
路
の
改
良
に
つ
い
て

石
川　

征
郎　

議
員

石
川　

征
郎　

議
員

１ 

道
路
整
備
に
つ
い
て

１ 

複
合
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

２ 

新
た
な
町
総
合
振
興
計
画
の
準
備
に
つ
い
て

矢
内　

秀
憲　

議
員

矢
内　

秀
憲　

議
員

１ 
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

２ 
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

３ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

１ 

行
政
や
地
域
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

水
害
対
策
と
し
て
７
項
目
、①

広
域
避
難
場
所
の
運
営
②
避
難
場
所

と
し
て
川
島
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
活
用

③
水
害
避
難
冊
子
の
配
布
④
災
害
対

策
本
部
の
設
置
場
所
⑤
災
害
時
の
広

報
活
動
⑥
防
災
ア
プ
リ
の
導
入
⑦
自

主
防
災
へ
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
購

入
補
助
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
は
。

答
　
広
域
避
難
場
所
の
ト
イ
レ
は
、

県
の
施
設
な
ど
一
部
で
は
使
用
で
き

ま
す
が
、
夜
間
な
ど
施
設
が
閉
ま
っ

て
し
ま
う
と
使
用
で
き
な
い
た
め
携

帯
ト
イ
レ
等
の
用
意
も
お
願
い
し
ま

す
。
川
島
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
町
内
で

唯
一
高
台
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
イ

ン
タ
ー
周
辺
を
避
難
に
活
用
で
き
な

い
か
交
渉
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
水

害
避
難
冊
子
の
代
わ
り
に
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
避
難
情
報
を
掲
載
し
て

全
戸
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎

周
辺
が
浸
水
し
た
場
合
に
は
川
越
・

東
松
山
の
県
施
設
に
災
害
対
策
本
部

を
移
す
予
定
で
す
。
災
害
時
の
情
報

は
色
々
な
形
で
発
信
し
て
い
き
ま
す

が
、
広
報
車
で
の
広
報
活
動
は
人
員

の
関
係
で
難
し
い
で
す
。
防
災
ア
プ

リ
の
導
入
は
今
後
も
研
究
し
て
い
き

ま
す
。
自
主
防
災
へ
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
購
入
補
助
は
、
今
年
度
の
実

績
を
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。

問
　
麦
作
地
に
使
用
さ
れ
る
鶏
糞
の

臭
い
に
つ
い
て
住
民
か
ら
の
相
談
内

容
と
町
の
対
応
は
。
ま
た
、
小
麦
を

活
用
し
た
町
の
取
組
み
は
。

答
　
麦
作
地
の
鶏
糞
臭
で
体
調
が
悪

く
な
る
等
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

養
鶏
農
家
に
は
鶏
糞
の
堆
肥
化
、
耕

作
者
に
は
天
地
返
し
を
速
や
か
に

行
っ
て
臭
い
の
軽
減
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
小
麦
の
地
産
地
消
の
取
組

み
を
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

いっぱん質問

広
域
避
難
場
所
に

　
　
　

ト
イ
レ
の
用
意
は
。

県
の
施
設
な
ど
は

　
　
　
　

利
用
で
き
ま
す
。

やし ぶ じこ うやし ぶ じこ う

渋　谷　　幸　司渋　谷　　幸 司立体駐車場になっている
広域避難場所（坂戸市内）



し ば か ず の りたし ば か ず の りた

柴 田 一 典柴 田 一 典

いっぱん質問

9 川島町議会だより／№131 ／令和２年 10 月 26 日

地域で維持管理が
難しくなっている施設

（
複
合
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
）

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
拡
大
が
収
ま
ら
な
い
中
、
ま
さ
に

こ
の
出
水
期
こ
そ
、
今
年
は
特
に
コ

ロ
ナ
対
策
と
水
害
時
と
の
複
合
災
害

が
大
き
な
懸
念
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
に
限
ら
ず
、
台
風
・
洪
水
・
大

規
模
地
震
・
感
染
症
拡
大
な
ど
が
、

ほ
ぼ
同
時
ま
た
は
時
間
を
置
い
て
発

生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
、
こ

の
複
合
災
害
に
対
し
て
、
具
体
的
に

準
備
を
進
め
て
い
る
内
容
は
何
か
。

答　

町
で
は
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
の

準
備
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
の
間
隔
を
空

け
る
な
ど
、
感
染
症
対
策
を
施
し
た

中
で
、
避
難
所
を
運
営
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
発
熱
者
の
方

が
避
難
さ
れ
る
場
合
を
想
定
し
て
、

室
内
用
テ
ン
ト
で
の
隔
離
も
行
い
ま

す
。

問　

現
在
の
川
島
町
地
域
防
災
計
画

第
４
章
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
他
災

害
対
策
に
、「
複
合
災
害
」
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
今
後
の

た
め
に
複
合
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い

て
、
町
の
防
災
計
画
に
取
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答　

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
、

を
大
前
提
に
し
て
い
た
だ
き
、
計
画

見
直
し
に
お
い
て
、
複
合
災
害
が
発

生
し
た
場
合
の
対
応
を
取
り
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
新
た
な
町
総
合
振
興
計
画
の
準
備
）

問　

こ
の
度
、
埼
玉
懸
信
用
金
庫
が

基
本
構
想
づ
く
り
の
参
加
に
至
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

答　

行
財
政
運
営
は
地
域
経
営
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
金
融
機

関
か
ら
協
力
し
た
い
旨
の
話
が
あ
り
、

地
域
力
向
上
に
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

室内用テント１００基が備蓄されました

複
合
災
害
に
つ
い
て

町
防
災
計
画
に
取
り
上
げ
を
。

問　

近
年
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
と

い
う
言
葉
で
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
伴
う
必
要
性
か
ら
、
行
政
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域

で
も
、
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
や
、

年
金
受
給
が
65
歳
以
上
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
高
齢
に
な
っ
て
も
、
フ
ル

に
働
く
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
役
員
の
選
出
や
地
域
の
管

理
し
て
い
る
施
設
の
維
持
な
ど
で
、

苦
慮
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
コ
ン

パ
ク
ト
化
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
の
町
行
政
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
や

具
体
的
な
施
策
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
行
政
区
の
統
合
を
希
望
す

る
地
域
に
つ
い
て
の
人
的
な
サ
ポ
ー

ト
支
援
や
、
新
設
を
伴
わ
な
い
集
会

所
や
消
防
倉
庫
、
地
下
水
汲
み
上
げ

施
設
な
ど
の
解
体
に
つ
い
て
の
支
援

が
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。

答　

行
政
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
し
て
、

適
切
な
施
設
の
総
量
を
始
め
、
施
設

の
維
持
管
理
、
更
新
費
用
な
ど
、
中
長

期
的
視
点
で
個
別
施
設
計
画
を
策
定

し
、
町
の
総
合
振
興
計
画
で
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
教
育
委
員
会
に
お
い

て
も
、「
地
区
公
民
館
の
あ
り
方
」「
地

域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
実
現
」「
新
た

な
地
域
づ
く
り
・
仕
組
づ
く
り
」
な

ど
に
つ
い
て
、
多
角
的
に
検
討
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
質
問
を
契
機
に
、
行
政
区
の
見
直

し
も
視
野
に
入
れ
、
統
合
を
希
望
す

る
地
域
に
対
し
て
は
、
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
集
会
所
等
の
廃
止
解

体
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

や な いや な い か つひ でひ で の りの り

矢 内　　秀 憲矢 内　　秀 憲

行
政
や
地
域
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
の

推
進
に
つ
い
て
。

行
政
区
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
度
の
見
直
し
の
中
で

計
画
に
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
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いっぱん質問

答　

避
難
所
に
防
災
士
を
配
置
さ
せ
災

害
時
に
備
え
る
事
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

町
で
は
、
防
災
向
上
を
図
る
た

め
自
主
防
災
組
織
や
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
活
動
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
の
運
営
な
ど
災
害
時
に
は
、

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ご
協
力
を
頂

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
で

す
が
、
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
川
島
中
・
西
中
学
校
共
洋
式

ト
イ
レ
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

和
式
が
多
い
と
言
う
の
は
女
性
や
年
輩

の
方
妊
婦
の
方
に
は
不
便
だ
と
思
い
ま

す
の
で
改
修
予
定
と
洋
式
ト
イ
レ
の
普

及
率
は
ど
れ
位
か
。

答　

今
回
補
正
予
算
を
い
た
だ
き
、

川
島
中
・
西
中
の
生
徒
用
ト
イ
レ
を

改
修
し
て
い
き
ま
す
。
来
年
２
学
期

が
始
ま
る
ま
で
に
工
事
を
行
い
ま
す
。

普
及
率
は
、
文
科
省
直
近
の
公
立
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
は
、
洋
式
56
・
５
％

和
式
43
・
５
％
で
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
学
校
の
一
斉
休
校
の
影
響
は
大
き

く
、
学
年
が
下
が
る
ほ
ど
影
響
は
大
き

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
学
校
低
学

年
は
知
識
の
伝
授
だ
け
で
な
く
、
人
と

の
関
わ
り
の
中
で
社
会
の
ル
ー
ル
や
人

間
関
係
を
学
ぶ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
方
法
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

対
面
で
の
日
常
の
授
業
の
質
を

高
め
、
育
成
す
る
と
と
も
に
、
時
間

や
空
間
を
超
え
て
よ
り
豊
か
な
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

学
び
に
努
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
個
別
家
庭
訪
問
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

きれいな洋式トイレ（コミセン）

接続可能なサービス実現へ

答　

地
域
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め

の
課
題
は
、
自
治
体
主
導
で
地
域
の
輸

送
資
源
を
総
動
員
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
町
の
地
域
公
共
交
通
の
現
状
は
。

答　

延
伸
し
た
民
間
バ
ス
が
コ
ロ
ナ

禍
で
乗
降
者
数
が
伸
び
ず
、
存
続
に

は
厳
し
い
状
況
で
す
。
か
わ
み
ん
タ

ク
シ
ー
の
利
用
は
伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
学
世
代
の
支
援
等
も
地
域

公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
の
改
正
を

目
途
に
、
町
内
に
あ
る
輸
送
資
源
を

活
用
で
き
る
よ
う
、
町
公
共
交
通
会

議
を
中
心
に
よ
り
良
い
交
通
施
策
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問　

避
難
所
運
営
の
役
割
分
担
等
は
。

答　

県
の
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

健
康
状
態
に
合
わ
せ
た
避
難
所
確
保

感
染
対
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
要

援
護
者
は
、
防
災
カ
ー
ド
を
作
成
し

自
主
防
災
会
で
支
援
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
受

け
入
れ
人
数
は
通
常
の
１
／
３
程
度

で
す
。
水
害
の
一
時
避
難
の
場
合
は

物
資
等
各
自
非
常
用
バ
ッ
ク
を
準
備

し
て
い
た
だ
き
広
域
避
難
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
で
発
熱
等

症
状
の
方
の
対
応
は
、
医
療
救
護
活

動
に
関
す
る
協
定
を
結
び
災
害
時
体

制
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
は
。

答　

子
ど
も
達
を
誰
一
人
取
り
残
す

こ
と
な
く
公
平
に
個
別
最
適
化
さ
れ

た
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
持
続

的
に
実
現
す
る
構
想
を
文
科
省
は
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
打
ち
出
し

ま
し
た
。
町
で
は
、
全
児
童
・
生
徒

に
端
末
整
備
を
進
め
、
家
庭
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
が
可
能
か
調
査
し
、
結
果
を

踏
ま
え
貸
与
等
早
期
対
応
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
は
入
念
な
準
備
が
必
要

で
す
。
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
に
合
わ
せ
た
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

等
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
を
維
持
す
る
に
は
。

輸
送
資
源
を
活
用
で
き
る

　
　
　

交
通
施
策
を
目
指
し
ま
す
。

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子

と うか すすむと うか すすむ

加 藤　　　　　進加 藤　　　　　進

昨
年
度
、
町
内
中
学
３
年
生
の

数
学
は
、
伸
び
た
生
徒
の
割
合

が
県
下
ト
ッ
プ
で
し
た
。

県
内
で
川
島
町
の
教
育
の
伸
び
は
。
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答　

県
道
岩
殿
観
音
～
南
戸
守
線
の

整
備
は
。

答　

県
道
及
び
主
要
な
町
道
は
町
内

道
路
網
の
骨
格
と
し
て
、
計
画
的
な

整
備
を
進
め
る
と
共
に
、
身
近
な
生

活
道
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
や
住

環
境
の
改
善
に
重
点
を
置
い
て
、
地

域
の
要
望
に
基
づ
き
、
緊
急
性
、
広

域
性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
計

画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

県
道
岩
殿
観
音
南
戸
守
線
で
の
豪
雨

時
の
道
路
冠
水
に
つ
い
て
は
、
付
近

の
排
水
路
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
、
冠

水
の
状
況
も
改
善
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。

問　

戸
守
交
差
点
の
改
良
は
。

答　

県
が
平
成
17
年
～
平
成
25
年
に

お
い
て
右
折
帯
の
整
備
に
よ
り
、
交

通
渋
滞
の
解
消
を
検
討
し
た
交
差
点

で
す
が
、
交
差
点
の
形
状
が
変
則
な

事
や
用
地
確
保
の
課
題
な
ど
に
よ
り

交
差
点
改
良
が
行
わ
れ
て
な
か
っ
た

箇
所
で
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
県
土
整
備
事
務
所
と
連
携

を
図
り
、
渋
滞
解
消
に
向
け
た
方
策

の
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
戸
守
交
差
点
は
、
や
は
り

抜
本
的
に
改
修
し
な
い
と
難
し
い
で

あ
ろ
う
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

県
の
計
画
の
俎
上
に
の
る
よ
う
熟
度

を
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

整備が待たれる交差点と
岩殿観音南戸守線

戸
守
交
差
点
改
良
と

　
　
　
　

道
路
整
備
に
つ
い
て
。

計
画
の
俎
上
に
の
る
よ
う

　

熟
度
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

感
染
拡
大
で
急
激
に
収
益
が
落

ち
た
中
小
事
業
者
に
は
セ
イ
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
給
付
条
件
と
し
な
い
支
援
制

度
に
拡
充
し
適
用
で
き
な
い
か
。

答　

今
後
の
感
染
症
の
状
況
や
経
済

情
勢
に
注
視
し
、
国
県
の
各
種
給
付

金
、
他
市
町
村
で
の
事
例
等
を
参
考

に
し
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
で
き
る

か
検
討
し
対
処
し
ま
す
。

問　

か
わ
じ
ま
る
し
ぇ
や
農
業
商
工

祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
る
な
か
、

町
の
指
導
の
も
と
感
染
症
対
策
を
行
い
、

農
産
物
等
の
販
路
の
確
保
が
で
き
な
い

か
。

答　

商
工
会
と
も
連
携
し
感
染
症
拡

大
の
防
止
対
策
を
と
り
、
販
路
支
援

が
で
き
な
い
か
、
引
き
続
き
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
経
済
状
況
の
変

化
に
対
応
し
た
町
の
施
策
展
開
の
修
正

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
第
６
次

総
合
振
興
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
見
直

し
の
考
え
が
あ
る
の
か
。

答　

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や

デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
化
を
推
進
し
、

現
状
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
せ
る
よ
う
政
策
の
見
直
し
も

含
め
、
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

問　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う
大
き
な
社

会
変
革
を
町
の
活
性
化
の
好
機
と
捉
え
、

廃
校
小
学
校
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

が
整
備
で
き
な
い
か
。　

答　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
い
い
考
え

で
す
が
、
都
市
計
画
法
上
で
の
用
途

変
更
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
す
。

問　

堤
防
の
管
理
道
路
を
使
わ
な
い

と
生
活
で
き
な
い
地
域
が
あ
る
が
計
画

的
に
道
路
改
良
で
き
な
い
か
。

答　

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
道
路

改
良
の
考
え
方
の
整
理
な
ど
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

管理道路の現状
(サイクリング道路から管理道路へ

荒川右岸横塚・関田地内)

感
染
症
予
防
対
策
か
ら
公
民
館

敬
老
事
業
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

３
密
が
避
け
ら
れ
ず
中
止
、
内
容

の
変
更
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

やか す みか つやか す みか つ

粕　谷　　克 己粕　谷　　克 己

そ 

じ
ょ
う

そ
じ
ょ
う
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水
害
発
生
時
の
災
害
廃
棄
物

　
　
　
　

 
 

仮
置
場
の
確
保
は
。

候
補
地
の
選
定
を
調
査
検
討
し

計
画
の
見
直
し
を
し
ま
す
。

答
　
持
続
可
能
な
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
町
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
。

答
　
川
島
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

を
、
平
成
31
年
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
他
地
域
の
自
然
災
害
で
そ
の
都

度
大
切
な
生
命
と
財
産
が
失
わ
れ
、

極
め
て
大
量
の
災
害
廃
棄
物
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
ひ
と
た
び
災
害
が

発
生
す
れ
ば
、
処
理
は
大
き
な
課
題

と
な
り
、
特
に
事
後
処
理
は
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
事
前
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
は

進
め
、
発
生
時
に
即
し
た
処
理
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

水
害
発
生
時
の
災
害
廃
棄
物
の
想

定
さ
れ
る
量
と
、
仮
置
場
の
確
保
の
必

要
性
と
設
置
運
営
は
。

答
　
計
画
で
は
、
荒
川
・
入
間
川
流

域
の
氾
濫
で
は
、
約
２
０
６
万
ト
ン

の
廃
棄
物
を
３
ｍ
積
み
上
げ
て
約
１

３
６
ｈ
ａ
の
仮
置
場
が
又
、
市
野
川

氾
濫
で
は
約
５
万
２
千
ト
ン
で
約

３
・
４
ｈ
ａ
の
仮
置
場
が
必
要
で
す
。

町
の
仮
置
場
候
補
地
か
ら
仮
置
場
の

選
定
を
し
ま
す
が
、
足
り
な
い
面
積

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
候
補
地
の
選

定
を
調
査
検
討
し
て
計
画
の
見
直
し
を

進
め
ま
す
。

問
　
町
の
基
幹
産
業
、
農
業
政
策
で
農

地
の
集
積
と
担
い
手
農
業
者
の
育
成
を

通
じ
た
農
業
振
興
の
取
組
に
つ
い
て
、

中
間
管
理
機
構
へ
集
積
面
積
は
。

答
　
面
積
は
農
地
の
33
％
で
す
。

問
　
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
場
合
、

土
地
改
良
区
の
賦
課
金
の
文
言
が
違
う

が
。

答
　
土
地
改
良
区
の
中
で
協
議
し
、

よ
り
良
い
方
向
で
い
く
よ
う
努
力
し

ま
す
。

　

荒れてるね
（田植えをしていないのかな）

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
の
町
の
考
え
方
は
。

答
　
２
月
28
日
に
川
島
町
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設

置
し
て
、
現
在
ま
で
23
回
開
催
し
、

町
民
の
皆
様
へ
の
外
出
自
粛
や
３
密

回
避
行
動
等
、
情
報
発
信
に
努
め
、

職
員
の
分
散
勤
務
や
町
内
施
設
の
利

用
制
限
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
会
議
等

の
中
止
・
延
期
を
行
い
、
で
き
る
限

り
の
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス
ク
の
全

戸
配
布
、
各
種
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
、

町
内
事
業
所
へ
の
支
援
な
ど
町
独
自

の
支
援
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
感
染
リ
ス
ク
低
減
の
た
め
新

し
い
生
活
様
式
に
沿
い
、
引
き
続
き

感
染
防
止
対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

問　

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
戦
後
最

悪
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
の
報
道
が
あ
る

が
、
来
年
度
予
算
の
編
成
は
。

答
　
本
町
も
例
外
で
は
な
く
、
町
内

企
業
や
事
業
者
の
業
績
悪
化
は
避
け

ら
れ
ず
、
国
税
は
も
と
よ
り
町
税
の

減
収
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
厳
し
い

状
況
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
配
慮
し

つ
つ
、
選
択
と
集
中
、
ま
た
、
積
極
的

な
予
算
を
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

埼
玉
県
の
コ
バ
ト
ン
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
制
度
に
、
町
は
な
ぜ
参
加
し
な

い
の
か
。

答
　
こ
の
制
度
は
、
開
始
か
ら
３
年

経
過
し
、
市
町
村
50
団
体
、
健
康
保

険
組
合
15
団
体
、
企
業
７
団
体
の
72

団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
登
録
者

数
は
８
万
４
千
人
と
県
民
の
１
・

１
％
と
非
常
に
少
な
い
状
況
で
す
。

費
用
対
効
果
等
考
え
参
加
を
見
送
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
町
独
自
の
も
の

を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　

令
和
３
年
度
予
算
編
成
は
。

厳
し
い
状
況
だ
が
、
積
極
的
な

予
算
編
成
を
し
た
い
。

役場玄関におけるコロナ対策

いっぱん質問

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治
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組合議会

　

令
和
２
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議

会
第
２
回
臨
時
会
が
６
月
26
日
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
４
件
で
す
。 

◆
議
案
第
５
号　

消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
取
得
に
つ
い
て

　

川
越
中
央
消
防
署
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
４
サ

イ
ク
ル
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
全
長

６
ｍ
、
排
気
量
４
，
０
０
９
Ｃ
Ｃ
、

５
人
乗
り
、
水
槽
容
量
１
，
３
０
０

㍑
の
日
野
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

４
，
６
０
９
万
円
で
長
野
ポ
ン
プ

（
株
）
東
京
営
業
所
と
契
約
す
る
も

の
で
す
。

◆
議
案
第
６
号　

消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
の
取
得
に
つ
い
て

　

名
細
分
署
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
老
朽
化
し
た
た
め
４
サ
イ
ク
ル

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
、
全
長
５
・

７
６
ｍ
、
排
気
量
４
，
０
０
９
Ｃ

Ｃ
、
５
人
乗
り
、
水
槽
容
量
６
０
０

㍑
の
日
野
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

４
，
１
２
２
万
８
千
円
で
東
京
日
野

自
動
車
（
株
）
新
狭
山
支
店
と
契
約

す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
７
号　

高
規
格
救
急
自
動

車
の
取
得
に
つ
い
て

　

南
古
谷
分
署
、
中
央
消
防
署
、
高

階
分
署
の
高
規
格
救
急
自
動
車
が
老

朽
化
し
た
た
め
４
サ
イ
ク
ル
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
全
長
５
・
６
５
ｍ
、

総
排
気
量
２
，
６
９
３
Ｃ
Ｃ
、
７
人

乗
り
の
ト
ヨ
タ
高
規
格
救
急
自
動
車

３
台
を
５
，
７
９
１
万
５
千
円
で
埼

玉
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）
川
越
店
と

契
約
す
る
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
８
号　

高
度
救
命
処
理
用

資
機
材
の
取
得
に
つ
い
て

　

南
古
谷
分
署
、
中
央
消
防
署
、
高

階
分
署
に
自
動
式
人
工
呼
吸
器
な
ど

の
高
度
救
命
処
理
用
資
機
材
３
式
を

３
，
２
３
４
万
円
で
埼
玉
ト
ヨ
タ
自

動
車
株
式
会
社
川
越
店
と
契
約
す
る

も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
員

賛
成
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　

議
案
審
議
の
前
に
、
消
防
庁
舎
及

び
訓
練
施
設
等
に
関
す
る
特
別
委
員

会
が
開
会
さ
れ
川
越
地
区
消
防
局
・

川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
建
設
工
事
に

伴
う
実
施
設
計
業
務
委
託
の
契
約
を

（
株
）
安
井
建
築
設
計
事
務
所
東
京

事
務
所
と
２
億
３
，
１
０
０
万
円
で

行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
、
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

（
道
祖
土
）

　

令
和
２
年
第
３
回
比
企
広
域
市
町

村
圏
組
合
議
会
定
例
会
の
概
要
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

定
例
会
は
８
月
６
日
、
午
前
10
時

よ
り
東
松
山
市
議
会
議
場
に
お
い
て

開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
財
産

の
取
得
１
件
、
条
例
改
正
１
件
、
補

正
予
算
５
件
、
決
算
議
案
５
件
の
12

議
案
で
す
。

　

最
初
に
、
議
案
第
23
号
の
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
は
、
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
購
入
で
あ
り
ま
す
が
、
消
防

の
関
係
で
す
の
で
、
説
明
を
省
略
い

た
し
ま
す
。

　

議
案
第
24
号
は
、
比
企
広
域
市
町

村
圏
組
合
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
、
小
動
物
炉
の
供
用
開
始

に
伴
い
必
要
な
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
25
号
か
ら
29
号
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
比
企
広
域
市
町
村

圏
組
合
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

の
補
正
予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
23
号
か
ら

議
案
第
29
号
ま
で
の
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
案
第
30
号
か
ら
議
案

第
34
号
に
つ
い
て
令
和
元
年
度
比
企

広
域
市
町
村
圏
組
合
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
30
号
か
ら

議
案
第
34
号
ま
で
の
す
べ
て
の
議
案

が
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
森
田
光
一
管
理
者
の
挨
拶

の
後
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
、
令
和
２
年
第
３
回
比
企
広

域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会
の
概

要
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
）

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

爲
水　

順
二

石
川　

征
郎

道
祖
土　

証

森
田　

敏
男

小
峯　

松
治

東松山斎場　完成イメージ図



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
た
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
中
止
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ
ン
に
な
っ
て
行
き

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
症
状
と
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
症
状
が
似
て
い
る
と
の
事
で

す
。

　

今
ま
で
以
上
に
手
洗
い
、
う
が
い
、

マ
ス
ク
、
３
密
を
避
け
て
行
動
（
新
し

い
生
活
様
式
）
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
を
合
言
葉
に
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
７
年
８
か
月
ぶ
り
に
新
内
閣

が
発
足
し
ま
し
た
。
新
政
府
に
は
感
染

症
終
息
と
経
済
の
回
復
を
期
待
し
た
い

も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　

 

（
加
藤
）

表

紙

解

説
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委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

新　

井　

悦　

子

渋　

谷　

幸　

司

柴　

田　

一　

典

粕　

谷　

克　

己

矢　

内　

秀　

憲

加　

藤　
　
　

進

爲　

水　

順　

二

月8

月9

月10

　

太
陽
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
花
が
咲

く
よ
う
に
、
私
た
ち
町
民
は
こ
の
町

に
住
ん
で
、
一
人
ひ
と
り
に
た
く
さ

ん
の
笑
顔
が
咲
く
よ
う
に
な
れ
ば
。

そ
ん
な
日
々
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み

が
、
心
の
元
気
に
つ
な
が
り
、
体
の

元
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
外
は
大
好
き
な
秋
空
で

す
。
純
白
な
雲
は
き
れ
い
で
す
。
コ

ス
モ
ス
は
宇
宙
で
す
ね
。
青
空
を
見

上
げ
て
、
コ
ス
モ
ス
を
想
い
、
秋
の

花
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
／
町
民
カ
メ
ラ
マ
ン
提
供
・

文
章
／
矢
内
）

議会日誌 　

川
島
町
議
会
で
は
、
昨
年
の
台
風
19
号
を
契
機
に
大

き
な
見
直
し
を
行
い
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
町
に
設
置
さ
れ
る
災
害
対
策
本
部
と
連
携
を
図

り
、
被
害
の
防
止
及
び
災
害
の
復
旧
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
川
島
町
議
会
災
害
対
策
会
議
設
置
要

綱
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
設
置
要
綱
に
基
づ
く
初

め
て
の
水
害
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
町
の
「
職
員
水
害
対
応
訓
練
」

の
実
施
に
合
わ
せ
、
町
議
会
災
害
対
策
会
議
設
置
訓

練
、
自
宅
か
ら
議
員
控
室
ま
で
の
状
況
報
告
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

議
会
報
編
集
委
員
会

総務経済建設常任委員会協議会
議会全員協議会
川島町議会水害対応訓練
議会運営委員会
議会全員協議会
安藤川・横塚川改修整備

９月定例会
議会運営委員会
議会報編集委員会
議会全員協議会

議会報編集委員会
総務経済建設常任委員会視察

議会報編集委員会
文教厚生常任委員会視察

議会運営委員会協議会

7日
１２日
２０日
２７日

２８日
　　　　　

３日～１６日
１４日
１５日
１６日

１日
６日

１2日
１5日

21日

　

次回、12月の定例会
議案審議 一般質問

1212
7 8～月火 火

（予定）

9～ 水

（予定）

1
（予定）

12月定例会は 12/1 ～ 12/9 の予定です。

●
実 

施 

日　

令
和
２
年
８
月
20
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

●
訓
練
内
容　

①
災
害
対
策
会
議
設
置
訓
練

　
　
　
　
　
　

②
状
況
報
告
訓
練

　
　
　
　
　
　

③
避
難
所
開
設
の
確
認
訓
練

川
島
町
議
会
水
害
対
応
訓
練

川
島
町
議
会
水
害
対
応
訓
練

川
島
町
議
会
水
害
対
応
訓
練

促進の要望活動

（ごみ処理施設）

（ごみ処理施設）


